
調査年度
（対象者数）

流⾏予測2022

年齢/年齢群別の⿇疹抗体保有状況の年度⽐較, 2013〜2022年
〜 2022年度感染症流⾏予測調査より 〜

※1  2022年度は2023年4⽉現在暫定値

PA抗体価≧1:16 [ 抗体価測定 : ゼラチン粒⼦凝集法(PA法) ]

PA抗体価≧1:128 [ 抗体価測定 : ゼラチン粒⼦凝集法(PA法) ]
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